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令和７年５月定例教育委員会会議録 

 日   時  令和７年５月１４日（水） 午後１時３０分～午後３時０６分 

 場   所  秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 
教育長 佐藤 直樹  教育長職務代理者 内田 晴久 

委 員 牛田 洋史  委 員 小泉 裕子  委 員 大屋  崇 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 五味田 直史 

文化スポーツ部長 宇佐美 高明 

教育総務課長 三川 辰徳 

学校整備推進担当課長 内田 和裕 

学校教育課長 坂口  憲 

学校給食担当課長 齋藤 佳織 

教 職 員 課 長 進藤 大輔 

教育指導課長 播磨 幸絵 

教育研究所長 市川 潤一 

生涯学習課長 水島 一葉 

図 書 館 長 山本 正則 

教育総務課主査 廣田 達也 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

５月定例教育委員会会議 

日 時 令和７年５月１４日（水）  

午後１時３０分        

場 所 秦野市役所教育庁舎３階大会議室  

 

次     第 
 

１ 開  会 
 

２ 会議録の承認 
 
３ 教育長報告及び提案 

(1) 令和７年６月の開催行事等について 

(2) 令和６年度幼稚園型一時預かり事業について 

(3) 園児、児童、生徒及び学級数について 

(4) 子どもと向き合う時間の確保に向けて 

(5) 令和７年度教科書展示会について 

(6) 学びの基盤プロジェクトを軸とした教職員研修事業の見直しに 

ついて～「みらいの学びアクションプラン」年間事業スキーム～ 

(7) 小中学校における学習用端末の利活用状況について 

(8) 令和６年度秦野市社会教育委員会議における協議テーマについて 

(9) 令和７年度はだの生涯学習講座について 
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４ 議  案 

(1) 議案第６号 令和８年度に秦野市立小学校及び中学校で使用する
教科用図書の採択方針について 

(2) 議案第７号 秦野市社会教育委員の委嘱について 
 
５ 協議事項 

(1) 令和７年度教育委員会教育行政点検・評価について 
 
６ そ の 他 
 
７ 閉  会 

 

 会議資料  別紙のとおり 

 

佐藤教育長 ただいまから５月定例教育委員会会議を開催させていただきま

す。お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、会議録の承認につきまして、御意見、御質問等ございま

したらお願いします。 

なお、非公開案件について、御意見、御質問がある場合には、

会議終了後、事務局に申し出るようにお願いいたします。 

いかがでしょうか。よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 特にないようですので、会議録を承認したいと思います。 

それでは、次第の３、教育長報告及び提案について、各課から

お願いいたします。 

 教育部長 それでは報告（１）令和７年６月の開催行事等について、御説

明いたします。資料№１を御覧ください。 

まず５月２４日土曜日から、７月２７日 日曜日まで、はだの歴

史博物館の企画展「直良信夫－秦野に眠るナチュラリスト」を開

催します。明石原人の発見者である直良氏と本市との関わりやそ

の生涯を紹介します。 

次に、６月１日 日曜日に第１回秦野こども未来づくり会議を開

催します。市内小・中学校の児童生徒が集い、いじめ根絶も含め

た「未来づくり」について意見交換を行います。 

次に、６月２日月曜日は定例記者会見です。 

同じく６月２日に「よむよむＤＡＹ」が設定されております。

読書習慣の定着を図るため、毎月第一月曜日を「よむよむＤＡＹ」

と定め、市内の園小中一斉の読書活動を推進します。 

次に、６月５日木曜日から２４日火曜日までは、令和７年秦野

市議会第２回定例月会議です。会期は２０日間で、日程は記載の
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とおりでございます。 

次に、６月６日金曜日ですが、防災訓練として引き取り訓練を

各学校・園で実施いたします。今年度は小中学校２２校が同一の

日程で行います。 

次に、６月７日土曜日は、第１回ミュージアムさくら塾となり

ます。東京大学総合文化研究科グローバル地域研究機構特認研究

員である、杉山浩平氏を講師とし、直良信夫氏について御講演を

いただきます。会場ははだの歴史博物館になります。 

次に、６月１０日火曜日から８月１７日 日曜日まで、はだの歴

史博物館の企画展「昭和の子どもたち～くらしとあそび～」を開

催します。令和７年は昭和１００年となりますが、日本が激しい

変化を経験した、昭和の時代を生きた秦野の子どもたちに焦点を

当てて、子どもたちの姿を写真や資料で紹介をいたします。 

次に、６月１３日及び２７日、共に金曜日ですが、ブックスタ

ート事業です。保健福祉センターで実施される４か月児健康診査

を会場として実施いたします。 

次に６月１４日 土曜日ですが、映画「二宮金次郎」の上映を南

が丘公民館で行います。この上映は市制施行70周年記念事業であ

り、第３０回全国報徳サミット秦野市大会の開催に当たり関連事

業として行い、７月５日土曜日は東公民館で、９月２７日土曜日

は本町公民館での上映予定となっています。 

次に、６月１８日水曜日から７月７日月曜日まで、土曜日及び

日曜日を除いて、教科書展示会を実施します。教育庁舎２階の教

育指導課と教職員課の間の廊下奥に閲覧コーナーを設けます。詳

しくは資料№５で説明いたします。 

次に、６月２０日金曜日は定例教育委員会会議ですので、御出

席をお願いいたします。 

次に、６月２６日木曜日は、第２回園長・校長会を開催します。 

６月２９日 日曜日は、今年度２回目の生涯学習講座となりま

す。「経年美化×漢方アロマ」と題しまして、杏林大学及び東海

大学で講師をされております青山泉氏に講演をいただきます。自

分らしい美しさを目指す年の重ね方、ネオ・エイジングを目指し

た、マッサージやストレッチの方法などを紹介いただく体験型講

座となります。会場は本町公民館でございます。 

次に、６月３０日月曜日は、第２回新採用教員研修会を開催し

ます。 

６月の開催行事については以上となります。 

 教育総務課長 私からは、（２）の幼稚園型一時預かり事業と（３）園児、児
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童、生徒及び学級数についての幼稚園及びこども園に関する部分

を御報告いたします。 

まず、資料№２を御覧ください。幼稚園型一時預かり事業につ

きまして、令和６年度の利用状況は、前年度と比較して利用者数

が６．６％減の１，３１０人となりましたが、延べ利用日数は前

年度より１３．１％増の９，２１４日となっております。その結

果、１人当たりの平均利用日数は、前年度より７日の増加となっ

ております。 

続きまして、資料№３を御覧ください。令和７年度園児数及び

学級数について改めて御報告いたします。 

時点は、５月１日時点でございます。幼稚園６園及びこども園

５園の教育利用園児数は、前年度に比べ９６人減少し２９８人と

なっております。このうち統合教育を行う園児は６１人で、前年

度から１人減少しましたが、割合では１５．７％から２０．５％

に増加しております。 

また、学級数については３０学級となり、前年度から２学級減

少しております。詳細な内訳につきましては、次のページの添付

資料のとおりでございます。 

説明は以上となります。 

 学校教育課長 引き続き、私からは（３）、資料№３の児童数、生徒数の御報

告をさせていただきます。資料№３の３ページ目以降を御覧いた

だきたいと思います。 

前回、４月１日現在の報告から異動があった点を中心に御報告

させていただきたいと思います。 

まず、１、小学校の児童数及び学級数ですけれども、４月１日

以降、本町及び末広小学校で１名ずつ、東及び堀川小学校で２名

ずつ、合計で６名増加しておりますが、南小学校で３名、渋沢及

び南が丘小学校で２名ずつ、合計７名が減少しておりまして、小

学校全体としては４月１日と比較して１名減少し、６，７３７人

となっております。なお、学級数については変更ございませんで

した。 

次に、２、中学校の生徒数及び学級数ですけれども、こちらも

４月１日以降は、本町中学校で１名増加しておりまして、中学校

全体としても１名増加し、３，８１２人となってございます。な

お、学級数に変更はございませんでした。 

また、３、外国籍等在籍状況でございますけれども、４月１日

現在と比較しまして、小学校、中学校ともに増減はなく、合計人

数は２２８人となっております。また、日本語指導が必要な児童
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生徒数も増減がなかったため、合計人数は１５１人となってござ

います。 

続きまして、４、通級学級在籍状況につきましても、人数、学

級数ともに増減はございませんでした。 

次ページに学校別の内訳を記載しておりますので御覧いただけ

ればと思います。 

私からは以上です。 

 教職員課長 私からは（４）子どもと向き合う時間の確保に向けて、資料№

４を御覧ください。 

校務支援システムを使っての出退勤時間の管理による令和６年

度の小中学校教職員時間外在校等時間集計結果について御報告い

たします。 

項番１、（１）を御覧ください。１か月の平均時間外在校等時

間が４５時間を超える職員の割合を示しております。この４５時

間というのは、文部科学省が１か月の時間外在校等時間の上限目

安として設定している数字となります。お示ししていますように、

小学校では３１．３％、中学校では４６．２％と、ともに一昨年、

昨年度よりもさらに減少しております。 

（２）を御覧ください。１人当たりの１か月の平均時間外在校

等時間となります。小学校では３４時間７分、中学校では４３時

間３７分と、昨年度よりもこちらも減少しており、特に中学校で

は、調査開始後初めて上限の目安となっている４５時間を下回っ

ております。 

項番２を御覧ください。調査を開始した令和元年度と令和６年

度の新型コロナウイルス感染症の影響を受けていないと思われる

９か月分で比較した資料となります。こちらは、目安としている

１か月の平均時間外在校等時間が４５時間を超える職員の延べ人

数を示しております。小中学校とも令和元年度と比べ大きく減少

しております。 

このように、業務改善の指標としている時間外在校等時間は着

実に減少しており、この間の取組の成果を見て取ることができま

す。 

今後としましては、今年度より形式を大幅に変更して行ってい

る園長・校長会での課題意識の共有、意見交換や、項番３に見ら

れるような、依然として時間外在校等時間が多い職員への民間の

コンサルタント等を活用した研修会を検討するなど、学校現場と

一体となって、教職員が子どもたちと向き合う時間の確保に努め

てまいります。 
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私からは以上となります。 

 教育指導課長 では、私からは（５）と（６）について御報告いたします。 

まず、（５）令和７年度教科書展示会について、資料№５を御

覧ください。 

本展示会の趣旨といたしましては、採択関係者の調査、研究と

一般の方の教科書に対する関心に応えるための制度で、翌年度に

発行を予定する教科書見本本を毎年一定期間展示し、一般に公開

するものです。 

今年度の公開の期間は、資料にもございますとおり、６月１８

日から７月７日、会場は教育庁舎２階を中地区教科書センター秦

野分館としまして実施いたします。展示する教科書につきまして

は、お手元の資料を御確認ください。この法定展示会の他に、図

書館２階の教科書閲覧コーナーでも常設展示しております。 

続きまして、（６）学びの基盤プロジェクトを軸とした教職員

研修事業の見直し～「みらいの学びアクションプラン」年間事業

スキーム～について、資料№６を御覧ください。 

本市では、教育水準の改善・向上並びに働き方改革の観点から、

令和３年度より、従来行われてきた学校訪問を指導主事による伴

走型支援である学びのステップアップ講座として進めてまいりま

したが、現在、授業改善の取組となる学びの基盤プロジェクトと

連動させた事業としてバージョンアップさせ、名称を「みらいの

学びアクションプラン」に変更いたしました。 

項番４の年間事業スキームを御覧ください。４月２８日に教育

長からの委嘱状授与及び趣旨説明を行い、今月末までに指導主事

による１回目の訪問実施を予定しております。年間３回の学校訪

問に加え、受講者が主体的に参加できる研修会の設定をするとと

もに、令和８年度の学びの基盤プロジェクトの結果分析をするこ

とで、令和７年度の研修の取組がどう生かされたか、受講生自身

が振り返る１年半かけた取組となっております。 

別紙には、新聞を活用するＮＩＥ活動を含め、希望で参加して

いる受講者３２名の名簿を掲載しております。 

なお、初年度となる令和３年度は、ＮＩＥ活動２名を含む１１

名でした。３倍に増加しております。 

以上です。 

 教育研究所長 私からは、（７）の小中学校における学習用端末の利活用状況

について御報告をいたします。資料№７になります。 

ＧＩＧＡスクール構想の開始から５年目を迎えまして、全国的

にも１人１台端末の利活用が進む中で、本市における１人１台端
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末の学習ツールとしての活用状況等について、改めてここで御報

告をさせていただくものです。 

まず、資料の冒頭に記載がありますように、各校では児童生徒

１人１台端末の導入に伴いまして、他者と意見交換をしながら学

びを充実させる授業支援アプリ、それから、児童生徒一人ひとり

の学習進度に合わせて支援を行うＡＩ搭載の学習ドリルアプリを

導入し、各校と協働して有効活用を図ってきております。 

次に、項番１の学習用端末の利活用状況についてです。令和６

年度の全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結果によりますと、

ＩＣＴ機器を週３回以上活用していると児童生徒が回答した割合

が、小中学校いずれも全国平均を上回っておりまして、導入して

いるアプリを中心に、授業において学習ツールとしての日常的な

利活用が進んでいると判断しております。 

次に、項番２の具体的な活用事例を御覧ください。 

まず（１）協働的な学びを支える授業支援アプリ「ロイロノー

ト」についてです。このアプリは、図に載せておりますように、

画面上にカードと言われるシートを作成し、それを操作すること

によりまして、子どもたちがプレゼンテーションを行ったり、ま

たは、個々の考えをクラスやグループで共有したりすることが容

易にできるようになっております。 

また、この機能の１つとして、図の左側にありますように、思

考ツール又はシンキングツールと言われておりますが、このよう

なツールを活用して、子どもが自分の考えを視覚化して整理した

り、友達同士で同時に意見をまとめたりすることも可能となって

おります。 

このような機能から、このアプリは教科を問わず活用が進んで

おりまして、また、操作も迷わないで直感的にできるといった形

になっておりまして、授業に欠かせないツールとして日常的に活

用されております。 

次に、２ページ目の（２）一人ひとりの学習進度に合わせた支

援を実現する学習ドリルアプリ「キュビナ」についてです。この

アプリは、子どもの習熟度を高めるためのいわゆる学習ドリルの

デジタル版として位置付けられまして、本市では、発達段階を考

慮したうえで、小学校５年生から中学校３年生までに導入してお

ります。 

このアプリの特徴としましては、ＡＩによって児童生徒一人ひ

とりの学習進度に合わせて、その子に合った適切な問題が出題さ

るようになっているほか、先生が問題の中から選んで一律に課題
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を出すことができるワークブックという機能があり、学校での授

業の中での活用、又は宿題などとして活用されております。 

その他にも、（３）にありますように、カメラ機能や検索機能

についても、時には、先ほどのロイロノートなどと組み合わせな

がら指導し、学習効果を高めております。デジタルの活用につい

ては、まず、それを使うことが目的とならないように、そして、

デジタルがあるから紙は必要ないということではなく、あくまで

ツールとして、そのメリットを生かして学習にうまく活用してい

くという視点が大変重要となります。 

今後も、適宜、有効な情報を収集しながら、子どもの学びを支

える端末活用を推進していきたいと考えております。 

私からは以上となります。 

 生涯学習課長 それでは私から、（８）令和６年度秦野市社会教育委員会議に

おける協議テーマについて御報告いたします。資料№８を御覧く

ださい。 

令和５年６月１日から今月末まで２年間の任期で委嘱した社会

教員委員が、令和６年度第３回の会議において、「私たちが子ど

もと携わりながら、社会教育を豊かにすることについて」をテー

マとして協議していただいた内容について御報告いたします。 

まず、各委員が、子どもに関わる活動をはじめ、どのように子

どもに関わっていくのが良いのかを確認し、そこから、参加者や

担い手の減少等から継続の課題があるけれども、多種多様な活動

が行われて役割を果たしており、学校、家庭、地域が社会教育活

動の魅力をどのように伝えていくのか、情報発信や子どもとの関

わりが大変重要であるということを協議の視点としまして、社会

教育委員会議の中で、情報発信の手段と子どもたちへの関わりに

ついて意見をしていこうということになりました。 

意見につきましては、資料の２ページ目から３ページ目の中に

記載しておりますが、子どもに情報を伝えるためには、親や信頼

できる大人からの情報発信が大切である、また、社会教育委員や

地域で社会教育活動を行う人が地域のコミュニティ・スクールの

委員となり、学校と地域のつながりから子どもたちに地域活動を

知ってもらうことや発信していくことへのきっかけとなる、また、

子どもたちと活動したい人も多いので、周知や情報提供がうまく

できれば、参加者は集まるのではないかと考えるなどの意見がご

ざいました。 

社会教育委員としては、今回の協議については、社会教育分野

でできることを自由に協議していただき、子どもに携わりながら
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社会教育を豊かにするには、信頼できる大人からの情報発信が重

要で、また、どこに声をかけて良いか分からないという社会教育

の関係者もいることから、教育委員会議や園長・校長会でも報告

し、社会教育委員への声かけ等あれば協力していきたいという形

の中で、今回、社会教育委員の声として共有させていただきたい

と結論付けました。 

続きまして、（９）令和７年度はだの生涯学習講座についてで

す。 

はだの生涯学習講座は、様々な分野における学習機会を市民に

提供するため、今年度も年間１０回開催する予定で、広報はだの

やホームページ等で広く周知、募集をしています。 

また、資料の２ページ、項番５になりますが、この学習講座の

様子、資料や動画の様子でございますが、講師に了解を得られた

ものについては、講座の終了後に配信、周知をしていく形で、ホ

ームページの中にアーカイブという形でまとめたものを掲載して

おります。 

私からは以上です。 

佐藤教育長 これで報告は終わりですね。 

それでは、今日は傍聴の方もお見えになられていますので、ど

うしても私たちは自分たちのペースで進めがちですから、昨年、

文部科学省の関係で、早稲田大学の阿内教授にも色々と御助言い

ただいていますので、少し区切って質問等、御意見をいただきた

いと思います。 

それでは、最初の６月の開催行事と教育総務課、学校教育課関

係の児童生徒数までで一度、御質問、御意見を受けたいと思いま

す。その後は、教育指導課部分をまとめて受けさせていただいて、

最後に教育研究所と生涯学習部門と、今日は３つのカテゴリーで

御質問、御意見をいただければと思っております。よろしくお願

いいたします。 

それでは、まず資料№１から資料№３までで御意見、御質問あ

る場合にはお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

小泉委員 ６月６日の防災訓練、引き取り訓練について少し御質問したい

と思いますけれども、昔は９月によくやっていたかと思うのです

が、６月の早い時期にやっていただけるというのは、やはり新１

年生にとっても親御さんにとっても安心感があるかとまず思いま

した。 

３点質問なのですけれども、今回、公立園小中が同じ日に実施

されるということで、園小にお子さんがいらっしゃる方、又は小
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学校、中学校にまたいでお子さんがいられる家庭もあるかと思う

のですが、その辺りの配慮はどのようにされているのかというの

が１点目。 

それから、２点目が中学校、前に集団下校みたいな形もお聞き

したのですけれども、今回は引き取り訓練なのかもしれませんが、

もし集団下校という形をとられた場合、先生の付き添いは集団ご

とにあるのかということ。 

それから、３点目は、今回の引き取り訓練は学校ですけれども、

訓練の内容はあれですが、本当にあった場合等、各学校に児童ホ

ームが設置されているかと思うのですが、その辺りの連絡はどの

ような形になるのかということで、すみません、３点お願いいた

します。 

佐藤教育長 確認します。質問の１は、園小もしくは小中でお子さんが重な

っている場合の配慮事項について、質問の２は、まず集団下校を

行っているかということと、その場合の先生の付き添いについて、

質問の３が、学校以外の児童ホームの対応についてはどのようか

ということになります。 

 教育総務課長 まず、１点目の中学校区ごとの配慮ということですけれども、

中学校区ごとに訓練の時間帯につきましては、兄弟の関係があり

ますので、園小中で話し合っていただいて、時間調整をしている

と認識しております。 

２点目につきまして、小学校では、低学年はほぼ１００％に近

い形で保護者がお迎えに来られますけれども、中学生につきまし

ては、やはり少ない状況がありますので、集団下校で対応してお

ります。 

３点目の児童ホームとの連絡体制につきましては、これは連携

を取っておりますので、連絡が行き届くようにしております。 

佐藤教育長 少し補足させていただきますと、先ほど教育総務課長が時間調

整しているというのは、結局、迎えに来るまで待っていますので、

園から先に来るものか、小学校から来るのか、親御さんの判断も

あると思いますけれども、その中で、兄弟姉妹がいる場合には、

学校が把握していますので、迎えに来るまで待つこと。それで、

待っていても来ないお子さんたちが中学生の場合はいますので、

その場合には、体育館等に留め置きをしておいて、ある一定の時

間になりますと、地区の分かれ目のところまで先生方が付き添い

をしていくということになります。 

よろしいですか。ありがとうございます。 

他はいかがでしょうか。 
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大屋委員 そこに関連してになりますけれども、最初に小泉委員がおっし

ゃっていた、９月に行われていたものを６月に行っているという

ことでよろしいですか。 

 教育総務課長 毎年度６月と８月に訓練を行っておりまして、６月が、基準日

を原則６月１０日としまして、そこでは、引き取り訓練という形

で保護者の方に参加していただいています。８月につきましては、

学校・園内での教職員と児童生徒のみでの避難訓練を行っており

ます。 

大屋委員 １つ気になるところがあって、秦野市のハザードマップを見る

と、末広小学校に少し色が付いているのですね。何のハザードマ

ップかというと、水害のハザードマップですけれども、そうする

と、他の小中学校と末広小学校の防災訓練の意味合いが少し変わ

ってくると思うのですが、その辺りの配慮はされているのかとい

うことと、あと、上小学校は、学区外から通学している小学生が

多いとお伺いしているので、その辺りも他の小学校と比べると少

しまた意味合いが違ってくるかと思って、その辺りがもし分かれ

ば教えていただければと思います。 

 教育総務課長 現状の訓練におきましては、地震を想定した訓練のみとなって

おります。 

佐藤教育長 少し補足しますと、ハザードマップで水害になっていますが、

この引き取り訓練に関しては地震ということなので、北小中学校

が、土砂災害警戒区域になっているのですね。それなので、北小

中学校の場合は、垂直避難といって上の階に逃げるように、４階

に逃げるような取組をしておりますので、それぞれの地域の特性

に合わせた避難訓練を行っています。 

上小学校についてはいかがですか。 

 学校教育課長 御指摘のとおり、上小学校では今、半数以上の子どもたちが学

区外から通っている状況となっておりますが、特別に防災訓練で

何か他の学校と違うことをしているということは、私の方では把

握しておりません。ただ、明らかに引き取りにも時間がかかるこ

とが想定されますので、その辺りは、学校で承知をしたうえで、

実際に災害が発生した時には対応していくものと考えておりま

す。 

佐藤教育長 保護者の方々は仕事先から駆けつけるので、上小学校だけが特

別遅いという訳ではないのですね。子どもたちは保護者が迎えに

来るまで待っていますので、市内の他の小学校でも、遠くにお勤

めの方は、迎えに来るのにどうしても時間が掛かります。それに

ついて、特段、上小学校で課題になっているということはありま
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せん。 

それと、先ほど教育部長の説明の中にもあったかと思うのです

が、今まで、これは学校の実情に合わせてそれぞれ日程の基準日

を決めてずらしていたのですけれども、昨今の自然災害の状況を

考えると、市内で統一した日に実施しようということで、今年初

めてそういう取組をしていますので、防災意識はかなり変わって

きているかなと感じています。 

それと、９月は総合防災訓練が予定されています。今年は北小

学校が会場なのですが、初めて、北中学校が学校全体として登校

日にして、防災訓練に参加しようという新たな取組も進めていま

す。 

いずれにしましても、防災意識の向上は非常に大きな課題とな

っておりますので、各小中学校とも教育委員会と連携した取組を

進めております。 

よろしいですか。 

他はいかがですか。 

内田委員 防災訓練に関した発言になるかと思うのですけれども、私ども

の東海大学が２０１６年九州で起きた地震で災害に遭いまして、

私地震も湘南の方で対策本部を設置するという役割を担った訳で

すが、その際、現地のキャンパスでは、体育館が避難所にもなる

ということで、色々な対応を迫られた訳です。そういった経験か

らして、今、南海・東南海が３０年以内に８０％ぐらいの確率で

起きると言われている中で、訓練はとても大事だと思うのですね。

災害が発生した時に、本当にその瞬間というのですか、その直後

といいますか、その時には、本当に誰もが自分自身を守られなけ

ればいけないという状況だったのですね。すぐに助けることがで

きない。 

ですから、例えば学校の体育館で照明器具が落ちてくるとか天

井がはがれてくるとか、あるいは通学途中であれば土砂崩れに遭

遇するかもしれない。本当に色々な想定をしておくことが大事だ

と思うのですが、その発災直後、それから、発災してから３日間

位、１度揺れなどが収まって、ではどうするということで避難が

始まっていくというところで、いわゆる直後は第１フェーズ、そ

の後の数日間が第２フェーズですね。その第２フェーズの間に何

が起きるのか。 

それから、その後、徐々に救援物資の搬入など、あるいは災害

復興の段取りに入っていく数か月から数年、半年から数年の長期

の第３フェーズに入っていくと思うのですけれども、その全体を
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通じて、それぞれの時に各学校ですとか、あるいはその状況、時

間帯に応じて、何が、どういうことが起き得るのかということの

全体をイメージする中で、例えば訓練をやるのであれば、そうい

うもののどこの部分を今日はやるのだという考え方といいますか

準備の仕方、そういった取組があるといいかと思っています。 

色々な防災訓練の中、どうしても訓練のための訓練みたいな要

素もつい出てきてしまうのですけれども、そうならないように、

本当にあらゆることを想定しながら、訓練を実施した時には、そ

の前後のところも色々イメージして、何か問題はないのか、足り

ないものはあるのかないのかとか、そういったところを考えるき

っかけにもしていけるといいかというところであります。 

きっと実施されていると思うのですけれども、経験を踏まえた

うえでの発言でした。 

佐藤教育長 第１フェーズで言うと、シェイクアウトの訓練になると思いま

すけれども、本町中学校では、今、学校独自に子どもたちに折り

畳みのヘルメットを購入することでＰＴＡと協議されているとい

う報告であります。 

第２フェーズで言うと、以前議会でも御質問いただいたのです

が、中学校は独自に水と食料を備蓄しているということなのです

が、それが実は９校中７校ほどだったので、そういう現状を教育

委員会から投げかけをしまして、現在、９校中９校とも水と食料

は学校独自に備蓄していると思います。 

第３フェーズについては、市全体の取組になりますので、また

別の機会にと思っています。 

ありがとうございました。 

他にいかがですか。 

牛田委員 今、防災の関係で各委員から色々と大切な御意見等がありまし

た。内田委員からも２０１６年の当時の、私も鮮明に覚えていま

すけれども、本当に痛ましい災害でね。 

実は、私もこの教育委員会会議の中で何度か御紹介させていた

だいたことがあるのですが、２０１１年３月１１日、私は当時現

職だったのですが、あの揺れには確かに驚きました。廊下からは

女子生徒の叫び声がしたのかな、泣き声が聞こえてくるのですね。 

私はその時に、第一声、第一歩、まず何をすることが、何を求

められるかということを色々頭の中で考えて、だけれども、考え

ている本当に１分も経たないうちに、職員室にいられたある女性

の先生が、防災マイクを取って子どもたちに呼びかけをしたので

す。これが今でも印象的でね。その防災無線を取って子どもたち
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にかけた言葉、これが本当に的を射た、瞬時にこういう対応がで

きる先生がいられるって素晴らしいなと思いました。 

少し御紹介は省きますが、要は、何を話したいかというと、今

色々と貴重な御意見がありました。それに加えて、瞬時、その瞬

間まず何をするか、子どもたちにどういう働きかけをするか、ど

ういう言葉掛けをするか、職員に対してどういう指示をしたらい

いのか、その辺りのところを事前に、冷静なうちにしっかりと考

えておく。あるいは書き留めておいたようなメモがあれば、その

手元に置いたメモを通して瞬時の判断、対応をしていく。そうい

うことが１つ、各先生方は、持ち場での役割分担の中で必要なこ

とだと感じましたので、感想ということで少し紹介させていただ

きました。 

佐藤教育長 ありがとうございます。訓練の大事さも含めてということでご

ざいます。 

他はいかがでしょうか。 

牛田委員 資料№３の令和７年度園児数及び学級数についてですが、この

裏面に園児数の数字が紹介されています。これも、今年改めて感

じたことではないのですが、秦野市の公立幼稚園が全盛期だった

頃の様子を知っている私としては、この就園率というのが非常に

寂しいなと、そのような感想なのですね。この傾向は、少子化は

もちろんのこと、時代の変化、時代の流れでやむを得ないことだ

ろうとは思うのですが。 

例えば上幼稚園で見てみますと、令和７年度、今年度は、４歳

児が２名、５歳児が１名ということです。教育長も時々話題にさ

れているのですが、いわゆる集団生活を通じての学びの影響、適

正規模というものがあるのではないかと。この上幼稚園が小学校

に併設されているとはいえ、その辺りの心配はどうなのかという

ことも少し、どうにもならないことだけれども、気にはなりまし

た。 

それと、上小学校の小規模特認校制度と相まって、場合によっ

ては、上幼稚園を積極的にＰＲしていく中で、いわゆる上地区以

外の園児の希望者なども、何か上小学校とあわせて相乗効果で少

し園児数も増えてくるといいのかなと、そのような期待を持った

ところなので、少し意見というか感想を述べさせていただきまし

た。 

佐藤教育長 これは以前、小学校１年生と幼稚園児で一緒に体育をやってい

ましたけれども、そういうことによって集団性を確保する取組と

いうものは今も続いているのですか。 
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 教育研究所長 上地区では、例えば運動会などについて、幼小合同でやってい

ると聞いております。日常的にどこまで普段から行われているか

というのは、私も今詳しくお答えできませんが、集団性の確保と

いう意味を踏まえた取組は、努力されていると思っています。 

佐藤教育長 運動会を一緒にやるということは合同で練習しますので、でき

るところは、なるべく集団性が担保されるように、併設している

ということです。 

それと特認校の関係について、幼稚園はいかがですか。 

 教育総務課長 先ほど特認校のお話がありましたが、この３名の全てが上小学

校区外から来ておりまして、将来、上小学校への入学を見据えて

の園児となります。 

佐藤教育長 幼稚園は、学区外から来て構わないということで、園区はなか

ったですね。 

 教育総務課長 園区はありません。 

佐藤教育長 なので、今言われたように、上小学校への入学を見据えて入園

してきても大丈夫なようにはなっているということです。 

よろしいですか。 

 学校教育課長 今の上幼稚園のお話ですけれども、園区がないというのは、教

育総務課長がお答えしたとおりです。現在３名のお子さんが全て

学区外から来ているという形になりますと、小学校への入学は特

認校制度を使わないことになります。指定校変更の要件の中に、

小学校区の公立幼稚園、こども園を卒園したという要件があれば、

指定校変更でその公立幼稚園直属の学校、今回の場合は上小学校

にそのまま入学ができるという要件がございます。 

補足させていただきました。 

佐藤教育長 現状、全校生徒約８０人のうち５０人ほどが特認校制度を利用

していますか。 

 学校教育課長 ４０数名です。 

佐藤教育長 約５割がもう特認校制度を利用しているので、そういう点で言

えば、この特認校制度というものは、県内でも数少ない事例の中

では成功事例になるのではないかと思います。 

牛田委員 ということは、この３名が、いわゆる上地区外ということなの

で、上地区内での就園はゼロになる訳ですね。当たり前のことで

すが、うれしいですね。 

佐藤教育長 そうですね。ただ、秦野市の地域性を考えた時に、やはり住民

の方の気持ちは大事にしたいと思っております。 

他はいかがでしょうか。 

大屋委員 今の資料の同じところになりますけれども、一番気になるのが
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就園率なのですね。この就園率は、先ほど牛田委員がおっしゃっ

ていた、かつて、隆盛していた時代に比べると就園率はどのぐら

い変わっているのかというのが、資料上分からないところがあっ

て、後ほどでも構わないので、その辺りの推移がもし分かれば教

えていただければと思います。 

 教育総務課長 詳細な数字は後ほどということになりますが、かつて、全盛期

は９０％以上が公立幼稚園に就園しており、現状２割弱になって

おりますので、７０％程度減少している状況です。 

大屋委員 そうなるには何年ぐらいかかっているのですか。僕のイメージ、

僕の時代ですと、４０年ほどかと思いますが。 

 教育総務課長 昭和の終わりの頃が全盛期と思って、昭和６０年代だと思いま

すので、そこから、今、昭和で言うと今年でちょうど１００年に

なりますから、４０年ほど経っていると思います。 

佐藤教育長 大屋委員の感覚のとおり、ぴったりだと思いますけれどもね。

やはり女性の社会進出や子育て環境の変化という部分も大きく

て、単純に公立幼稚園の何かということだけではないと思います。

ただ、この数字は、幼児教育・保育環境整備計画をこれから策定

していきますが、先ほど牛田委員からお話があったように、群れ

て育つということもありますが、集団性の確保というのは、子ど

もの育ちにとって大きいのではないかという部分はありますね。 

よろしいですか。 

大屋委員 続きで、今のお話を踏まえていった時に、資料№２の一時預か

り事業がありますけれども、これはどういう目的なのか、改めて

聞きたいと思います。 

 教育総務課長 幼稚園型一時預かり事業につきましては、園児の保護者が、リ

フレッシュですとか、ちょっとした就労の時間でお子さんを預け

ることができることを目的としていますので、主には園児の保護

者の子育て支援ということになります。 

佐藤教育長 よろしいですか。 

それでは、一旦次に移らせていただきます。 

次第の（４）から（６）まで、教職員課、教育指導課の報告に

なりますが、資料番号で言いますと資料№４から６ということに

なります。いかがでしょうか。 

牛田委員 資料№４の子どもと向き合う時間の確保のことについて、感想

というかお話をさせていただきたいと思います。 

先ほど教職員課長から、このデータの内容について紹介があり

ました。秦野市の様々な教職員の働き方改革の推進もあって、統

計的に改善が図られていることは、とても良いことだと思ってい
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ます。 

ただ、一方では、裏面の中ほどの現状における課題のまた書き

のところですが、ここでは、「１年間の上限目標となる時間外在

校等時間３６０時間をはるかに超えて、７２０時間以上になって

いる教職員が１０３名確認されており」ということ、この数字に

私は驚きを持ったのですね。 

これは、単純に７２０時間を年間の授業日数２００日で割ると

３．１時間、土日を含めて１年間３６０日で計算すると２時間と

いうことで、かなり大きな数字だと感じています。 

以前も同じようなお尋ねをしたと思うのですが、その時の教職

員課長の答弁では、大体毎年同じ人が傾向として多いように思う

ということがあったのですが、これは本人の意識の問題というの

がかなり大きいのでしょうか。少し現状について教えてもらえれ

ばと思います。 

 教職員課長 御指摘いただいたとおり、毎月８０時間ですとか１００時間を

超えるところについては、同じ職員の名前が上がってくる傾向が

ありますので、折に触れて校長に面接をしてもらい、御自身の健

康状態や、この状況を改善できるのかということを確認していた

だいているところです。 

今年度については、人事異動の要綱の中にも、在校等時間の状

況も踏まえて、異動による環境の調整も含めて改善を促すことと

しています。また、令和６年度に７２０時間以上となっている者

については、研修を実施するなど、改めて改善に向けて学校も、

教育委員会も一緒になって考えていくということを検討している

ところです。 

佐藤教育長 労務管理上の問題になっていますので、教育委員会も労働安全

衛生委員会がありますけれども、看過できないというのは、産業

医の方からも厳しい御指摘をいただいています。 

最初に、やはり振り返りということで面接をさせていただいて、

そのうえで意識改革を図るということになります。ここ２、３年

を見てみますと、面談をすると、少し変わってきている先生もい

らっしゃいますので、そこはやはり有効かと考えています。 

ただ、その一方で、今後の方向性の部分の中段のところにある

のですけれども、教育課程の編成権は校長にあるというところで、

教育課程の編成に関する工夫というのが少し足りていないという

のが国のアンケート等で分かりましたので、去年の９月以降、校

長会の度にグループディスカッションをしていまして、少し教育

課程を見直すという取組をしています。 
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現行、夏休み中に相応の時間を行った場合には、年間の授業数

を若干削減できるということもありますし、今、モジュールとい

って、朝や帰りの会の時に１０分ないし１５分読書ですとか漢字

の書き取りをした場合には、それも授業数に直すことができると

いうことで、各学校、今年の４月にグループ討議を行いましたが、

かなり突っ込んだ形になっていますので、そういう総合的な取組

の中で、個々の在校等時間の削減も図っていく必要があるという

見解でございます。 

ただ、いずれにしても我々も大きな課題だと認識していますの

で、学校と協力してやっていきたいという考えでございます。 

他はいかがでしょうか。 

小泉委員 今と同じ資料№４ですけれども、皆さん、先生方はなかなか忙

しくて大変だなと思う反面、学校サポーターの方々の力をお借り

したり、それから、ＩＣＴの活用をされたり部活動の見直しをさ

れたりですとか、色々な工夫をされながらこの改善方向に向かっ

ているというのは、とても良いことだと思いました。 

しかし、例えば教材研究など、先生でなければできないところ

は、どうしても在校等時間を短くすると、では家に持って帰ろう

という先生がいらっしゃるのではないかと思います。理想で言え

ば、校内で終わるのが理想でしょうけれども、その辺りは、色々

工夫をしながら先生方も取り組んでいらっしゃると思うのです

が、そういった観点からも、２ページの下の方の４行目、「長時

間勤務の弊害が職員に理解されないまま、時間外在校等時間の削

減だけが焦点化されることにより、様々な課題が生じる懸念もあ

ることから……」、ここの部分はすごく大事だなと思って読ませ

ていただきました。やはり時間だけを頭に置いてしまうと、少し

弊害があるなという思いがしました。感想になります。 

佐藤教育長 非常に鋭い御指摘で、私たちはこの資料の表題も「教職員の働

き方改革」とはしていないのですね。ですから、「子どもと向き

合う時間の確保」ということが大前提で、その結果として時間を

どう使っているのかということです。先ほど牛田委員のお話があ

りましたけれども、在校等時間が長い方は、ある意味、一生懸命

だということも言えるので、その辺りはやはり意識改革を図って

行く必要があるのかなと考えています。 

それと、神奈川県の１９市の中で、部活動の地域移行に着手し

ているのは、本市を含めて未だ４つしかないのです。着手してい

るのは、横浜市、川崎市、藤沢市、秦野市ですから、色々地域の

特性や文化もありますので、その辺りもよく分析しながらやって
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いかないといけないと思います。ただ単に減らすとなると、今度

は隠れてしまうというのが現象としてはありますし、持ち帰りも

増えることになりますから、やはりその辺りは、丁寧に学校とや

っていく必要があるかと思っています。ありがとうございます。 

他はいかがでしょうか。 

牛田委員 資料№６の教職員研修事業の見直しのことですけれども、先ほ

ど教育指導課長からもお話がありましたが、希望者が３２名とい

うことで、同じ系列の研修事業は過去から見ても増加傾向にある

ということで、先生方の前向きな姿勢が素晴らしいと感じていま

す。 

また、この資料№６の前文の中で、「名称を変更するとともに

事業のアップデートを図る」ということで、私はこれを読んでみ

た時に、とても良い取組だと思いました。 

私が一番興味を持ったのは、２ページ目の一番下の枠で囲って

あるところの「令和８年度『学びの基盤プロジェクト』の結果を

口頭で指導主事に報告」という紹介があります。本当にそうだな

と思って、この表現がとても気に入りました。今まで本当に型に

はまっていて、研修の度にレポートを書くなど、それだけでも大

変な心労が先生方はあったと思うのですね。それをきちんと口頭

で指導主事に伝える、それだけでも私は十分研修の成果、実りの

あるものになるのではないかと思います。レポート等を求めずに、

できるだけ簡便な方法で進められていく。そして、受講生同士で

授業見学があります。こういったものも電話で一言感想を伝えた

り、メールで伝えたりということであってもいいと思うのですね。 

そういった形で、できるだけ先生方に負担をかけることなく、

受講者の交流の場、そして、研修を自分たちで作り上げていく、

要は、当てはめられた研修の場に、自分たちがそこに行って研修

するのではなく、自分たちで研修を作り上げていく、お互いにね。

そういう空気感の中で考えられた新しい研修スタイルと言ってい

いのか、そのような感想を持ちました。 

そのプラットフォーム的な役割を果たしているのが教育指導課

なのかな。私は、本当にこの研修事業の内容を見て、とても親し

みを感じて、受講者にとっても心地良い研修事業になるのではな

いかと、そのような感想を持ちました。 

佐藤教育長 最初の申込は何名だったですか。 

 教育指導課長 実は、この３２名以上に、あと６名いらっしゃって、中学校の

家庭科の先生や美術の先生も希望を出されたのですけれども、今

の中学校籍の担当指導主事が、国語と数学と社会の指導主事しか
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いないもので、専門的な指導や助言が難しいと判断して、今年は

申し訳ないとお断りしたケースがあります。皆さん非常に意欲的

になってくださっているので、またの機会、別の方法でとは思っ

ております。 

佐藤教育長 県の総合教育センターに相談しまして、家庭科の指導主事がい

られるということもありますので、今、別の方法でというお話が

ありましたが、これと少し別枠ですけれども、しっかり県と連携

しながら、その気持ちは酌んでいこうと考えております。工夫を

しているのですが、いずれにしても、先生方には理解が進んでい

るかと思っています。ありがとうございます。 

他はいかがですか。 

小泉委員 今の資料№６の２ページ目の下から２つ目のところに、学校運

営協議会委員の方々も参加されて、成果の共有をされるという表

現があるのですけれども、学校運営委員会の方たちに、これから

未来を支えてくださる先生方と一緒に顔を合わせる機会があるの

は、とても良いことだと思いました。 

具体的に何か構想みたいなものがありましたら、少しお聞かせ

願いたいと思いました。 

 教育指導課長 具体的な構想というと少し難しいのですけれども、昨年度も同

じような取組をさせていただいておりまして、自治会の方や地域

の方が色々来てくださっています。やはり良い取組だと、その場

で温かいお言葉などもいただいているということなので、受講者

にとっても、非常に自分自身頑張ってきたというところを認めて

いただける形になっていると思いますので、それをまたさらに地

域にも広げていけるようになればと思っております。 

佐藤教育長 今回多かった理由に、この会議が非常に良かったという校長先

生が多かったです。自治会長に授業研究の成果を発表する若手職

員という構図は、恐らく今までなかったと思いますね。ですから、

そういう意味では、発表する側も聞いていただく方々も、お互い

に学校の生かすべき方向性が理解いただけてとても良かったの

で、想像以上に多くなったと考えています。 

ですから、構想的には、こういったものをどんどん地域の方と、

また保護者の方にも理解していただいて、発信する場を広げてい

きたいというのは、大きな構想としてあります。ありがとうござ

います。 

他はいかがでしょうか。 

では、先に行かせていただきます。 

その先になりますけれども、資料№７から資料№９まで、（７）
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から（９）、学習用端末の利用状況と生涯学習の分野になります。

この３つの件についていかがでしょうか。 

牛田委員 資料№７の学習端末の利活用状況ですが、この２ページ目のと

ころで、学習ドリルアプリのキュビナのことが紹介されています。

恐らくこのキュビナについては、授業はもちろん、子どもたちが

いつでもどこでもこれを使えるようになっているのかと思います

が、この子どもたちの利活用の状況、実績や履歴などというのは、

学校の先生が簡単に把握できるのでしょうか。その辺りのところ

を少し教えてください。 

 教育研究所長 キュビナのアプリの中で、子どもたちがどの位利用したのかを、

教師は判断できることになっております。もちろん学習状況なの

で、どういう問題を解いて、どういう間違いをしたかなど、そう

いったところも含めて、それぞれ確認することはできるようにな

っております。 

牛田委員 分かりました。ありがとうございます。 

先生方に過剰な負担がかからないように、子どもたちがそうい

った形で利活用しているのであれば、恐らく、子どもたちは絵文

字とかシールが好きだから、先生方はシールやスタンプなどを押

してあげて、双方向でその辺りのところから意思の疎通を図って

いるのではないかと思います。先ほど教育研究所長からも話があ

りましたけれども、これから学習活動を支えていく１つのツール

として、日常的な家庭学習の中で使われていくと良いかという感

想を持ちました。 

佐藤教育長 議会からも予算を認めていただき導入して、多額の予算がかか

っていますので、活用状況については、教育委員会としてもしっ

かり注視していかなければいけないでしょうし、どうしてもスタ

ートアップの時、導入当初はなかなか活用いただけなかったとこ

ろもありますから、何度も研修会をやって、昨年でしたか、会社

を呼んで活用事例の研修を実施したところ、大分改善しました。

ただ、内田委員はよく御存じかと思いますが、日進月歩で次々と

新しいものが出てきます。令和８年は端末の更新の年ですから、

きっちりとその辺りは予算の適切な執行にもつながるように、ま

た、子どもたちの学力向上と先生方の負担軽減と、最適値を考え

ていかなければいけないと思っていますので、また、皆さんにも

御相談させていただければと思っています。ありがとうございま

す。 

他はいかがですか。 

大屋委員 同じく資料№７、学習用端末の利活用の件です。 
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前回の会議で御質問させていただいて、どのように使っている

のか分からないところで、こういう資料を出していただいている

かと思います。非常によく分かる資料で、ありがとうございます。 

想像するしかなくて申し訳ないですけれども、これを使った授

業を行う時に、教室の雰囲気がどうなのだろうかというところで

す。かなり前にタブレットを貸してもらい、タブレットと１対１

で物事が進んでいって、タブレット同士がつながっているような

世界と、隣同士で色々話をする。授業だと、話をするのであれば

先生とのコミュニケーションかと思うのですが、その辺りが全て

タブレット上で行われるのか、タブレットはもちろん補助的なも

ので、あくまでも先生とのコミュニケーションがしっかりした中

でやっているのかというところが、とても大事かと思っています。 

一方で、そこにつながってくる話かもしれないですけれども、

今日は、たまたま教育情報という冊子があって、コミュニケーシ

ョンスキルを身に付けるとありましたが、我々大人でも難しいタ

ブレット上、スマホ上での人とのコミュニケーションの取り方み

たいなもので、恐らく小学生のうちからタブレットを使っている

のであれば、この辺りのコミュニケーションスキルというか、こ

ういったものも、ぜひ指導の一環としてやっていただきたいと思

っています。 

話せば分かったのに、画面上を通じたから人との関係が悪くな

るというのは、我々もさんざん失敗を重ねてきている訳ですね。

これが当たり前の小学生たちが大人になるにつれて、新しいコミ

ュニケーションスキルというものが必要になってくるかと思いま

すので、ぜひ授業で利活用するのと併せて、一昔前はＩＴリテラ

シーという言葉もありましたが、この辺りをぜひ指導の中に入れ

ていただけるとありがたいと思っております。よろしくお願いし

ます。 

佐藤教育長 まず、１点目のツールとしての活用ということで、大屋委員か

ら２つお話がありましたけれども、私は後者だと思っていまして、

その辺り、学校から来ている課長が３名いらっしゃいますが、ど

なたか現場の実情を少しお話しできる方がいらっしゃればと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 教育研究所長 アプリの授業の中での活用、どういった場面で活用されている

かということについては、例えばこのキュビナということ、個人

で取り組むことのできるドリルアプリなので、一斉に子どもたち

が、「では、この時間はキュビナをやるね」という形で取り組ん

でいる場面もあると思います。 
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また、活用の方法として、個人のペースで進めていくことがで

きるつくりになっておりますので、これを、今色々な言い方をさ

れていますけれども、子どもたちの主体的な学びというところを

意識したやり方で、子どもたちがそれぞれ自分のペースで進めて

いく、その中で、それを１人でやってもいいですし、ペアでやっ

てもいいですし、あるいはグループで話し合いながらやってもい

いと思います。そして、先生は、そこの状況を見ながら、必要に

応じて、つまずきがないか等について声をかけていくといった、

結構自由な雰囲気の中で活用されている場面もあろうかと思いま

すので、様々な使われ方をされているかと思います。 

ロイロノートについては、本当に色々な使われ方をされている

かと思います。まず、今の主体的・対話的で深い学びというとこ

ろに直結する部分だと思うのですけれども、子どもたちが、必要

に応じて情報収集をして、それをカードにして容易に表現するた

めのツールになるので、これは、先ほども申し上げましたが、様々

な教科でそういう場面というのは、逆に取り入れていかなければ

ならないということになりますので、そういったところでの活用

が大分進んでいるかと思います。 

それと、協働的な学びという部分でも、１つのシート上にリア

ルタイムで子どもたちがしっかりと操作することを、グループで

行うことができますので、そういったところで、子どもたちのそ

こでのコミュニケーション、子どもたち同士がコミュニケーショ

ンを図りながら、このアプリをツールとして学習を深めていくと

いったことは行われております。 

佐藤教育長 端的に言うと、ロイロノートを使っている時は教室が活気に溢

れています。一方で、キュビナを使っている時は、教室が静かな

ことが多いと思います。 

それと、ＩＴのリテラシーに関しては、本市独自の教材を作成

しています。ＬＩＮＥみらい財団が出しているものを秦野市版に

リメイクしたものを毎年発行していますので、大屋委員から御指

摘いただいたように、やはりそこの部分は非常に大切な教育だと

思っていますので、しっかりやらせていただきますが、これは、

学校だけでは当然解決できる問題ではないので、家庭も一緒にと

いう部分が大事かと思っています。 

大屋委員、追加で何か御質問ありますか。 

大屋委員 大丈夫です。 

佐藤教育長 他はいかがですか。 

小泉委員 同じく資料№７ですけれども、授業支援アプリや学習ドリルア
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プリなどを使って効果的な授業ができていることはとても良いこ

とで、全ての先生たちが上手に利用してくださることをさらに進

めてほしいと思うのですけれども、最近、教科書に二次元バーコ

ードがたくさん出ていて、それを全部使う訳ではないと思うので

すが、例えば、事前に先生が教材研究をされて、ここはぜひ見せ

てみたいとか、そういうものがあるかと思うのですけれども、そ

れは学年会で共有されるなど、二次元バーコードの活用方法等、

何かありましたらお願いします。 

 教育指導課長 私は小学校籍ですが、小学校では大体２週間に１度、学年で教

材研究をしておりまして、その時に教科書も持ち寄って、こうい

う形で進めていくといって、ベテランの先生を中心に、それから

若手もそこに意見を出してという形で、必ず教科書を持ち寄って

います。そこの場面でも、「私はこれを使いたいな」「これを使

うと効果的だね」という話は必ずしております。 

佐藤教育長 教育指導課長は昨年まで現場にいましたので、リアルな声とな

っております。 

教育研究所長、何か補足はありますか。 

 教育研究所長 二次元バーコードをきちんと見始めるのも前回の改定ぐらいだ

ったかと思います。ちょうどＧＩＧＡスクールと重なって、子ど

もたちの誰もが１人１台持っている訳ですから、これも非常に有

効なツールということで、二次元バーコードにすることによって

不足する情報を容易に見ることができる、又は動画等につながる

ような、インターネットのページにつながるようなものがあるか

と思いますので、これは、子どもたちが学習理解を深めるうえで

非常に有効なツールとなっているかと思います。 

佐藤教育長 昔、社会科の先生が大きな世界地図のようなものを持って教室

に行ったのを思い出されるのですが、現在はああいう光景はない

ので、全部二次元バーコードでできてしまうという形になってお

ります。 

他はいかがでしょうか。 

内田委員 資料№７の同じテーマのところですけれども、たしか昔は紙ベ

ースでドリル集のような冊子があって、その中から先生が選んで、

この生徒には少しここのところが多少引っかかっているようだか

ら、そこの部分のドリルをコピーなどして、「それをやってごら

ん」としていたのではないかと記憶しています。 

これは、例えばキュビナを利用すると、先ほど佐藤教育長がお

っしゃっていたように、教室が静かになるというお話。これは、

生徒がそれぞれ主体的にドリルに取り組んでいるということだと
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思うのですが、先ほどのツールとしての活用というところに絡ん

でくるのですが、どの生徒がどんなところで引っかかっているの

か、どこまできちんと理解できているか、そういうところを先生

がしっかりと把握しておくことがとても大事かと思います。 

それに合わせて、この生徒には、「では、ここからやってごら

ん」などというような指導の仕方というものもきっとあるのだろ

うと思います。そういうところがやはり大事なのかと思います。

感想です。 

佐藤教育長 私は体育の教員なので、体育の授業と重ねて、４０人子どもが

いたら、８台ぐらいしか跳び箱がないのですね。そうすると、１

台に５人は並びますので、これが、４０台跳び箱があって、自分

のペースで跳べるということを導入当初に先生方が感じたのです

ね。 

ただ、やらせたままという訳にいきませんので、先生方は巡回

して色々チェックして、やはりどうしても習熟度に差があります

から、個別最適な学びを実践するには、こういったアプリケーシ

ョンはどうしても必須になるということになります。 

他はいかがでしょうか。 

牛田委員 資料№９の今年度の生涯学習講座ですが、今年度も１０回に及

ぶ生涯学習講座が計画されています。本当に、毎年良い講座を計

画されているなと感心しているところなのですね。 

先ほど生涯学習課長からもお話がありましたが、２ページのは

だの生涯学習アーカイブということに触れられていました。私も

このアーカイブがどのような状況なのか、少し市のホームページ

を覗いてみたのですね。そうしたら、令和２年、３年の頃はこの

本数はゼロだったのですが、ここ最近、少しずつ紹介されている

本数が多くなってきて、ありがたいことだと思っています。 

当日どうしても都合がつかず、出席できないような市民の方も

たくさんいらっしゃると思いますので、後日、こういった形で受

講することができると、本当に市民にとっても良い学習の機会に

なるのではないかと思っています。 

講師の方も、理由があって難しいところがあるかもしれません

が、ぜひ理解を得られるようになれば、例えば期間無制限ではな

くて、期間限定で紹介するなど制限をした中で紹介ができれば、

ぜひこういった形で取り入れられると良いかと思ったところで

す。本数が少しずつ増えていくことはとても良いことだと思いま

す。講師の方には感謝したいと思います。 

佐藤教育長 「缶詰ひとつで養生ごはん」について、現在応募者は何名ぐら
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いですか。 

 生涯学習課長 今、募集をしていまして、恐らくもう６０名近く応募が来てい

る状況です。 

佐藤教育長 やはり先ほど牛田委員からお話があったように、内容が非常に

バラエティーに富んで、素晴らしいコンテンツだと思います。 

私の方から聞いてしまって申し訳ないですが、この４番、サバ

イバルの心構えの「元自衛官、防災士」までは分かるのですけれ

ども、この「トッカグン」というのは何でしょうか。 

 生涯学習課長 「トッカグン」の小野寺耕平さんは、元陸上自衛隊員で、吉本

興業株式会社のお笑い芸人をやっていらっしゃる方です。「トッ

カグン」とは、小野寺さんが当時所属していた部隊名に由来した

名前です。 

佐藤教育長 お笑い芸人をやりながら防災士もやっているということです

か。 

 生涯学習課長 そのようです。 

佐藤教育長 ぜひ学校にも行ってもらいたいですね。北中学校は喜ぶのでは

ないかと思います。 

他はいかがでしょうか。 

それでは、最初から通して、もし何か御質問、御意見等漏れて

いるものがありましたら、トータルでもう１度お受けしますが、

いかがですか。（１）から（９）までトータルで何か御意見、御

質問あれば、ここで再度お受けいたします。いかがでしょうか。 

―特になし― 

佐藤教育長 よろしいですか。 

それでは、次に４の議案に入りたいと思います。 

議案第６号、令和８年度の教科用図書の採択方針についての説

明をお願いします。 

 教育指導課長 私からは、（１）議案第６号「令和８年度に秦野市立小学校及

び中学校で使用する教科用図書の採択方針について」、提案いた

します。 

秦野市教育委員会は、神奈川県教育委員会が定めました令和８

年度義務教育諸学校使用教科用図書採択方針に基づきまして、令

和８年度に使用する教科用図書の採択方針を次のように定めてお

ります。 

１番目に、採択権者の責任において、公明・適正を期し、採択

する。 

２番目に、文部科学省の「教科書編修趣意書」、神奈川県教育

委員会の「調査研究の結果」等を踏まえ、学習指導要領に基づい
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て調査研究し、採択する。 

３番目といたしまして、学校、児童・生徒、地域等の特性を考

慮して採択する。 

そして、４番目は、小学校及び中学校の特別支援学級で使用す

る教科用図書については、学習指導要領に定められた各教科の目

標や児童・生徒の障がいの程度や発達の状態等に応じ、適切なも

のを採択する、となっております。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

佐藤教育長 説明が終わりました。御意見、御質問等ありましたらお願いし

たいと思います。 

これも毎年しっかり議論して決めているものですので、いかが

でしょうか。よろしいですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、議案第６号は、原案どおり可決することに御異議ご

ざいませんか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よって、議案第６号は、原案どおり可決されました。 

続いて、議案第７号「秦野市社会教育委員の委嘱について」の

説明をお願いします。 

 生涯学習課長 それでは、議案第７号「秦野市社会教育委員の委嘱について」、

御説明いたします。 

社会教育委員については、社会教育法及び秦野市社会教育委員

条例に基づき、２年の任期で委嘱をしております。現在の委員の

任期が本年５月３１日で終了となるため、６月１日からの後任の

委員１３名を委嘱するための議案を提出するものです。 

委員につきましては、名簿を御覧ください。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

佐藤教育長 説明が終わりました。御意見、御質問等がありましたらお願い

したいと思います。 

新任の方が何名かいらっしゃいますけれども。 

私が聞いてしまって申し訳ありませんが、こだぬき会というの

は、これは何か、少し補足してもらってもいいですか。 

 生涯学習課長 こだぬき会につきましては、子どもたちを自然の中でできる限

り遊ばせるというような目的のもと活動されていらっしゃる団体

です。市内ですと、表丹沢野外活動センターや四十八瀬川の付近

で、ゼロ歳から小学生ぐらいまでの子どもと親を対象に、自然体

験ができるような事業を月１回程度行っている団体の方でござい

まして、今回お願いしたところ、御快諾いただいたという方でご
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ざいます。 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

他はよろしいですか。 

御意見、御質問、特にないようでしたら、よろしいですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、議案第７号は、原案のとおり可決することに御異議

ございませんか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

それでは、次に５の協議事項に入ります。 

（１）令和７年度教育委員会教育行政点検・評価についての説

明をお願いします。 

 教育総務課長 点検・評価について御説明いたします。 

まず、協議事項（１）の資料２ページをお開きください。 

（１）の主な経過につきましては、前回御説明したスケジュー

ルをそのまま記載しております。 

（２）の点検・評価会議についてですけれども、記載のとおり

の８名の皆様にお願いしております。 

次のページの（３）の学識経験者による総合評価は、前回と同

様に、大島先生と逢坂先生にお願いしております。 

続きまして、４ページ目からは、教育委員会の昨年度における

活動状況につきまして、１７ページまでに渡って記載しておりま

す。 

次に、２０ページになります。こちらでは、点検・評価の教育

委員の皆様の役割分担につきまして、過去の実績や専門分野等を

考慮しまして、今回の担当委員を一番右側の欄に記載しておりま

すので、御確認いただければと思います。 

その次のページでは、現在作成中の点検・評価シートを掲載し

ておりますが、前回に引き続き、見やすさ、分かりやすさを重視

したシートを採用しております。 

最後になりますけれども、教育委員の皆様におかれましては、

今後、７月１８日の定例教育委員会会議終了後に、先ほどの２０

ページの担当委員ごとにそれぞれ学習会開催を予定しております

ので、よろしくお願いいたします。 

説明は以上となります。 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

それでは、こちらも御意見、御質問等ございますか。いかがで

しょうか。 
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非常にボリュームがありまして委員の皆さんに御負担をかけま

すが、大事な評価、点検となりますので、ぜひ御協力いただけれ

ばと思います。よろしいですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、その他に入りたいと思います。 

その他の案件ございますでしょうか。 

 教育指導課長 御報告させていただきます。 

市内の小学校１校で、卒業アルバムの制作を依頼していた事業

者が、さらに再委託をしていた印刷業者が使用しているサーバー

に外部からの不正アクセスがありまして、保存されていたデータ

が漏洩した可能性があることが分かりました。現在、具体的な被

害は確認されていませんが、事業者には厳重注意を行い、学校情

報セキュリティーポリシーに基づき、サーバーの脆弱性対策等を

徹底するよう強く要請いたしました。 

佐藤教育長 ありがとうございました。 

これは報告ということでいいですかね。報道等でも一部、他の

市町も同じような対応を迫られたということで、今までと少し違

うのだなと改めて感じております。 

その他はいかがですか。 

 学校教育課長 私からは、４月の教育委員会会議の際に、３月議会の定例会の

報告の中で、体育館の怪我の件数などのやり取りがあったという

御報告をしたところ、秦野市の子どもたちの学校での事故の件数

が多いのかというような御質問がございました。私の方では、先

月お答えができなかったために、今回口頭でお答えさせていただ

こうと思います。 

まず、学校管理下の事故につきましては、学校教育課で日本ス

ポーツ振興センターの保険に加入しておりまして、子どもたちが

学校で事故を起こして負傷した場合には、必ずこの保険を適用し

ているという形がございます。 

全国的な数字との比較ということになりますので、令和５年度

のものが日本スポーツ振興センターから出ておりまして、その小

学校、中学校それぞれの発生割合と比較しましたところ、全国の

小学校の令和５年度の発生割合は４．７％で、秦野市の小学生の

発生割合、いわゆる保険の適用件数は１．７％と半分以下という

ことです。中学校につきましては、全国の数字が７．９％に対し

て、秦野市の中学生は３．８％と、小学校、中学校ともに半分以

下という形になっております。 

ただ、課内でもこの数字を見た時に話が出たのですが、秦野市
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の場合、小児医療費を無償化しております。しかし、保険を適用

するとなると、保護者の方に一時的には負担が発生するような形

になります。負担の発生がある中で、ちょっとした怪我だと保険

は適用しないという傾向があって全国よりも低いのではないか、

という意見があったところです。いずれにしましても、決して全

国と比べてあまりにも発生が多いというようなことは見られませ

んでしたので、御報告させていただきます。 

佐藤教育長 ただ、それは全国も同じですからね。秦野市だけ無償にしてい

る訳ではないので、単純に言うと、全国よりは少ないということ

でいいですかね。 

前回ですか、議会の報告もしましたけれども、教育委員会会議

の内容も全て、園長・校長会の時に議会報告は部長が書面で行っ

ていて、この教育委員会会議の様子も毎回、学校教育課長が要点

をきちっと伝えていますので、我々が受けとめる部分もあります

が、特に議会でのやり取りというのは非常に大事な流れになりま

す。 

これは先生方にもぜひ知っていただきたいと思い、かなり時間

をかけてやっていますので、今回いただいた御意見などもしっか

り回答するようにというのが我々の姿勢でございます。 

その他の案件はございますか。 

 教育総務課長 先ほど大屋委員から御質問がありました園児数の推移につい

て、詳細が手元に届きましたので、一部訂正させていただきます。 

公立幼稚園の園児数が、最もピークだったのは昭和５４年でご

ざいます。その時の就園率が８１．６％となっております。 

佐藤教育長 現在の就園率が１８．９％でしたか。我々教育委員会もこの数

字を直視していかなければならないですね。 

他はいかがですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、次回の日程調整をお願いします。 

 事務局 次回の教育委員会会議でございますが、６月２０日金曜日、午

後１時３０分から、こちらの会場で予定しておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

事務局からは以上となります。 

佐藤教育長 それでは、日程の確保をよろしくお願いいたします。 

以上で５月の定例教育委員会会議を終了いたします。ありがと

うございました。 

 


